
閾値を低くした上、確定性が高い「左右」の判定後に「上」の判
定を行うこととしました。また、「下」については、伏し目にすると
目の領域が小さくなり、目をつむった状態と同様に写るため、
ずれの解析が難しくなりました。そのため「下」の場合のみ、目
のアスペクト比に着目し、これを閾値に採用しました。

その他の挑戦
その他の結果として、「MediaPipe」の「Hands」、「Pose」と
いうソリューションを用いて、各 「々指折りによる数字入力」、
「手旗信号の入力」に挑戦しました。このうち、「指折りによる数
字入入力」の結果を図３に示します。指折りは、「手の中に基線
を定め、その基線に対してどちら側に指先があるか？」という形
で認識することとしましたが、この手法で安定的に結果を得る
ことができました。また、「MediaPipe」の「Hands」は同時に複
数の手を処理することも可能なので、両手での入力も可能と

思われます。
図４は手旗信号で「ユ」を入力した結果です。手旗信号につい

ては、「体を中心として８象限に画像領域を分割し、腕の方向が
どの象限を向いているか？」により基本の認識を行いましたが、
一部の姿勢（原画）には、動きのあるものがあるため、それらは
通過する象限を認識するなどで対応しました。

まとめ
本研究では、Google社の「MediaPipe」を援用し、被写体

（ヒト）「目線」、「手の形」、「ポース」から、その意図を読みとるこ
とについての可能性について調査を行い、各々、難易はあるも
のの、十分な可能性があることを認めました。この度はそれぞ
れ、ある閾値や領域を設定し、読み取ることを実施しましたが、
より汎用性・安定性の高い認識をするためには、更なる機械学
習の援用なども考えられ、今後の課題となるところです。興味
のある方は電気通信係までお問い合わせください。

研究の背景
画像処理を用いた技術は現在、人数カウントや物体認識な

ど、多くの場面で使用されています。このうち、「顔認証」はス
マートフォンを始め、今後様々な場面での活用や展開が想定
される技術ですが、昨今のコロナ禍の折、当初はマスクをした
ままの顔での認証が難しいという点がありました。一方、寝て
いる人など本人の意思にかかわらず認証が通るなどのケース
もあり、今後、利用機会が増えていく中では、その人しか知り
得ない情報である「パスワード」の入力が必要となると思われ
るところです。また、「顔認証」以外の場面でも、被写体の動作・
動態からその意図を読み取ることは、画像処理技術の援用上
で重要になってくると考えられます。そこで本研究では、上記
の背景をふまえ、「撮像された被写体の動作・行動から、その被
写体の意図（データ）を取得すること」の可能性について調査
をしました。

システムの概要
被写体をヒトとした場合、その意図を読み取る方法として、

「体の部位の状況を抽出する」事が考えられます。この部位で
ある特徴点（ランドマーク）を取得するための方法は色々あり
ますが、単なるカメラの撮像データから抽出でき、簡便で利便
性が高く、多く利用されているものとしては、Google社が開
発した「MediaPipe」やIntel社が開発した「OpenVINO」が
あります。本研究では、ランドマークを取得する手法として、
Google社の「MediaPipe」を利用してシステムを構築しまし
た。なお、「MediaPipe」には後述するとおり、様々なモジュー

ル（ソリューション）が存在しますが、利用できるプログラミング
言語が異なっています。最も多くのソリューションを利用でき
る言語は「C++」ですが、ここでは必要とするソリューションが
対応していた「Python」で実装しました。解析にはデスクトップ
PCを使用しましたが、ここでは2012年モデルのデスクトップ
パソコン（CPUはIntel Core-i5、メモリは4GB）を用いました。
なお、「MediaPipe」はスマートフォンでの開発にも対応してい
ます。

「目線」の取得
まずは研究背景にもなった「顔認証」を補完する手法とし
て、顔認証の際に必ず撮像される「目」に着目し、「目線」を読
み取ることに挑戦しました。ここでは目線を取得する方法とし
て「FaceMesh」というソリューションを利用し、目の詳細を得
るために「REFINE_LANDMARKS」というオプションを指定
しました。これにより、図１のような顔のランドマークを合計
478箇所取ることが可能となります。この結果より、瞳の中心
や目の範囲を抽出し、目線の決定を行いました。その結果が
図２です。
結果として「目線」を取得することには成功しました。「左右」

については比較的精度良く認識することが可能でしたが、他方
で、「上下」については難しいところでした。「上」については、
「Mediapipe」の性能上の影響の可能性があるのですが、下ま
ぶたの位置が実際より上に移ってしまい、結果、上に移動した
瞳のずれの距離が小さく見積もられてしまうという状況になり
ました。このため、「左右」に比べ、ずれたことを認識するための
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、接触の機会をできうる限り減らしたニューノーマル社会に対応したインフラや機器の需
要が高まっています。そこでは最新の画像処理を援用した技術が有望視されています。中でも特に近年、注目を集めている技術が
「顔認証」です。本研究では「顔認証」を補完するデータ入力法としての「目線」に注目し、さらに「画像データから得られる被写体の意
図を読み取る手法」として「目線」以外の方法について検討を進めましたので紹介します。

顔認証システムにおける多要素認証の可能性の検討について研究報告
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応用技術課　小山 洋太

※本研究ではGoogle社の「MediaPipe」を使用しています。
　（https://google.github.io/mediapipe/）

図２　「目線」の取得結果

図１　「FaceMesh」によるランドマーク取得結果
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図４　「手旗信号」の取得結果（カタカナの「ユ」）
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